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自
然
の
恵
み
に
包
ま
れ
て
祈
り
の
う
ち
に 

 
 
 
 
 
 

主
任
司
祭 

ビ
ジ
ュ 

キ
シ
ャ
ケ
ー
ル 

 

教
会
の
敷
地
内
で
皆
さ
ん
と
共
に
植
え
た
百
合
が
と

て
も
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
ひ
ま
わ
り

も
た
く
さ
ん
咲
き
、
信
徒
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
や
散
歩
で
通
る
方
な
ど
多
く
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
て
、
8
月
は
教
会

報
が
発
行
さ
れ
な
い
た
め
、
8
月
の
行
事
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
平
和
旬
間
を
含
め
平
和
を
求
め
る
月
と
し

て
、
教
会
で
は
特
別
な
祈
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
8

月
2
日
は
南
山
教
会
の
平
和
旬
間
行
事
と
し
て
平
和
の

集
い
を
南
山
教
会
で
行
い
ま
す
。
教
会
の
信
徒
さ
ん
が

先
頭
に
立
っ
て
始
ま
っ
て
18

年
目
の
平
和
の
集
会
で

す
。
今
回
は
多
く
の
方
々
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
大
聖
堂

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
8
月
6
日
と
9
日
が
原
爆
投
下
の
日
で
多

く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
、
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る

方
々
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
家
で
も
い
い
で
す
の
で
、

お
祈
り
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
8
月
15
日
は
マ
リ
ア
様
の
被
昇
天
の
祝
日
で

す
。
午
前
10
時
に
被
昇
天
の
ミ
サ
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
身
体
と
も
に
天
国
に
あ
げ
ら
れ
た
マ
リ
ア
様
が

私
た
ち
の
た
め
に
執
り
成
し
て
く
だ
さ
っ
て
る
こ
と
を

感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
し
て
8
月
16
日
は
南
山
教
会
出
身
者
で
あ
る
新
潟

教
区
長
パ
ウ
ロ
成
井
大
介
司
教
様
の
司
祭
叙
階
25
周
年

記
念
ミ
サ
を
南
山
教
会
で
執
り
行
い
ま
す
。
司
教
様
の

こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
で
神
様
の
み
旨
を
果
た
す
ご
活
躍

の
た
め
に
祈
り
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 
第4土曜日 午前10時30分 子供のミサ（ナザレ館） 

火曜日 午前７時・午後6時 

金曜日 午前１０時 
ゆるしの秘跡は各主日ミサ前に受けることができます。 

 主日のミサ時刻： 

土曜日 午後５時 （ミサ前４時半聖体賛美式） 

日曜日 午前８時・10時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

            (in the Marian Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後２時 
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７
月
５
日 

 

司
祭
団
よ
り 

 

教
会
の
庭
を
綺
麗
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
綺
麗
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
日
曜
午
前
の
ミ
サ
の
時
間

の
再
検
討
に
関
し
て
、
審
議
相
談
事
項

に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
の
ミ
サ
も

大
聖
堂
で
行
う
方
向
で
検
討
し
た
い
で

す
。
昨
年
も
委
員
会
で
確
認
し
た
教
会

内
外
に
冬
ま
で
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
皆
さ
ん
の
承
認
で
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
。 

 

報
告
・
連
絡
事
項 

１
．
７
・
８
・
９
月
予
定
確
認(

信
徒

代
表)

 

７
月
５
日
評
議
会
、
７
月

12

日
聖

堂
・
聖
堂
横
ト
イ
レ
・
教
会
周
辺
清

掃
、
７
月
19
日
ヨ
セ
フ
会
全
体
集
会
、

７
月
25
日
典
礼
委
員
会
、
７
月
26
日
バ

ザ
ー
実
行
委
員
会
、
ベ
ト
ナ
ム
語
グ

ル
ー
プ
清
掃
、
８
月
２
日
平
和
祈
念
の

集
い
、
８
月
16
日
成
井
司
教
様
銀
祝
記

念
、
、
９
月
４
日(

金)

マ
リ
ア
会
例

会
、
９
月

13

日
聖
堂
・
聖
堂
横
ト
イ

レ
・
教
会
周
辺
清
掃
・
典
礼
奉
仕
者
全

体
集
会
、
９
月
20
日
敬
老
会
・
ヨ
セ
フ

会
班
長
会
、
９
月
27
日
教
会
美
化
・
倉

庫
整
理
・
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
。
ベ
ト

ナ
ム
語
グ
ル
ー
プ
清
掃
。 

 

２
．
信
者
全
体
集
会(

信
徒
代
表)

 

 

参
加
者
が
昨
年
度
よ
り
も
多
か
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
教
会
に

光
熱
費
等
を
納
め
て
も
ら
う
意
見
に
対

し
て
反
響
が
大
き
か
っ
た
。 

 

３
．
教
会
の
設
備
に
つ
い
て
（
営
繕
委

員
会
） 

・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
に
つ
い
て 

 

マ
イ
ク
使
用
後
、
充
電
器
に
設
置
す

る
際
、
必
ず
赤
ラ
ン
プ
の
点
灯
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
赤
ラ
ン
プ
の
点
灯
無

く
放
置
し
た
場
合
、
未
充
電
と
な
り
次

回
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

・
大
聖
堂
結
婚
式
控
室
の
奥
の
扉
の
施

錠
に
つ
い
て 

 

施
錠
忘
れ
が
何
度
か
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
続
く
様
な
ら
ロ
ッ
ク
の

自
動
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。 

・
マ
リ
ア
館
倉
庫
上
部
、
小
聖
堂
屋
根

の
清
掃
に
つ
い
て 

 

雨
漏
り
防
止
の
為
、
定
期
的
な
清
掃

が
必
要
で
す
。 

 

４
．
バ
ザ
ー
準
備
に
つ
い
て(

バ
ザ
ー

実
行
委
員
会)

 

出
店
希
望
が
22
件
有
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
の
作
成
と
食
券
の
作

成
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
の

公
募
に
は
１
件
の
応
募
が
有
り
今
月
25

日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。 

５
．
平
和
旬
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

(

社
会
委
員
会)

 

 

８
月
２
日
に
第
18
回
平
和
祈
念
の
集

い
が
開
催
さ
れ
る
。
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。
８
月
９
日
に
布
池
教

会
で
平
和
旬
間
の
行
事
と
ミ
サ
が
開
催

さ
れ
る
。
大
勢
の
参
加
に
期
待
す
る
。 

案
内
は
チ
ラ
シ
を
聖
堂
前
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
新
た
な
試
み
と
し
て
ロ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
＆
弁
護
士
の
方
が
講

和
と
歌
唱
を
行
い
ま
す
。
若
い
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

南
山
教
会
は
平
和
旬
間
に
関
し
て
、

８
月
６
・
７
・
８
日
に
平
和
の
た
め
に

祈
り
ま
す
（
詳
し
く
は
典
礼
委
員
会
に

記
載
）
。 

 

６
．
６
月
28
日
一
粒
会
の
集
い(

社
会

委
員
会)

 

 

14
時
～
カ
ト
リ
ッ
ク
東
海
教
会
に
て

開
催
。
司
教
ミ
サ
と
富
山
地
区
主
任
司

祭
の
小
川
満
神
父
の
講
演
が
あ
っ
た
。

小
川
師
は
北
海
道
名
寄
出
身
で
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
の
司
祭
、
１
９
７
３
年
に

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
36
年
間
の
ブ
ラ
ジ

ル
で
の
司
牧
活
動
を
経
て
帰
国
。
召
命

に
関
し
て
種
々
の
興
味
あ
る
お
話
を
お

伺
い
し
た
。(

川
西
委
員
、
森
委
員
、

神
戸
参
加
）
、
他
に
も
、
数
名
の
南
山

信
徒
が
出
席
し
て
い
た
。 

７
．
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会

名
古
屋
大
会
の
お
知
ら
せ(

信
徒
代
表)

 

 

７
月
12
日(

日)

10
時
ミ
サ
の
お
知

ら
せ
時
に
カ
障
連
ス
タ
ッ
フ 

深
田
逸

子
さ
ん
が
、
以
下
の
お
知
ら
せ
を
さ
れ

る
。 

 

今
年
11
月
14
日
～
15
日
に
行
わ
れ

る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会

名
古
屋
大
会
」
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル 

①
大
会
参
加
の
呼
び
か
け 

②
献
金
の
お
願
い 

③
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売  

 

審
議
・
相
談
事
項 

１
．
ミ
サ
時
間
に
つ
い
て(

信
徒
代
表)

 

 

信
者
全
体
集
会
へ
の
ご
意
見
を
も
と

に
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を
再
考
す
る
。

松
浦
司
教
様
と
ビ
ジ
ュ
主
任
司
祭
の
話

で
は
、
で
き
れ
ば
ミ
サ
時
間
は
重
ね
な

い
方
が
良
い
し
、
聖
堂
で
ミ
サ
を
行
う

の
が
良
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
る
と
、
８
時
、
９
時
半
、
11
時
の

ミ
サ
時
間
を
設
定
し
、
11
時
を
英
語
ミ

サ
と
す
る
案
が
あ
り
ま
す
。 

 

い
く
つ
か
の
他
案
も
あ
り
ま
し
た

が
、
総
合
的
に
見
て
、
前
述
の
案
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
。 

 

主
任
司
祭
よ
り
、
松
浦
司
教
様
に
は 

ミ
サ
時
間
と
行
う
場
所
に
つ
い
て
２
度

同
じ
助
言
を
頂
い
た
。
日
本
語
ミ
サ
と

重
な
ら
な
い
時
間
で
行
う
こ
と
と
な
る

と
英
語
ミ
サ
は
11
時
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。
司
教
様
に
合
せ
て
い
き
た
い
。 

第
４
回
小
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会 
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８
時
と
９
時
半
を
日
本
語
、
11
時
を
英

語
、
全
て
大
聖
堂
で
行
う
方
向
で
９
月

に
継
続
審
議
し
ま
す
。
全
体
清
掃
に
つ

い
て
は
、
15
分
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で

問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

２
．
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
に
つ
い

て(

信
徒
代
表)

 

 

信
者
全
体
集
会
で
少
し
進
め
た
。
集

会
後
に
、
財
務
報
告
は
書
面
で
示
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
紙
で
な

く
と
も
、
メ
ー
ル
配
信
に
入
れ
る
手
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
対
象
と
し
て
、
月
報
も
挙
げ
ら
れ
て

い
た
が
、
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
望
ま

し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
紙
の
部
数
を

減
ら
し
、
メ
ー
ル
配
信
に
載
せ
る
こ
と

も
今
後
検
討
し
て
い
く
。
。 

 

３
．
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て(

信

徒
代
表)

 

 

ご
意
見
は
、
光
熱
費
が
教
会
維
持
費

か
ら
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
根
拠

だ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
あ
り

方

に

つ

い

て

は
、
ま

ず

コ

ー

ヒ

ー

シ
ョ
ッ
プ
内
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

く
。 

 

教
会
に
と
っ
て
大
切
な
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
意
味
合
い
も
考
え
て
売
上

か
ら
の
寄
付
先
に
つ
い
て
、
南
山
教
会

も
含
め
て
寄
付
の
配
分
を
再
検
討
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。
災
害
等

の
臨
時
の
寄
付
に
も
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
。 

 

４
．
聖
堂
横
ト
イ
レ
の
施
錠
の
是
非
に

つ
い
て(

信
徒
代
表)

 

 

ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
方
の
懸
念
を

理
解
し
な
が
ら
も
、
正
し
く
用
い
て
い

る
方
々
の
不
利
益
も
考
慮
す
る
と
、
現

状
維
持
が
望
ま
し
い
。
賛
成
多
数
で
現

状
通
り
で
す
。 

 

５
．
成
井
司
教
様
銀
祝
記
念
に
つ
い
て

(
信
徒
代
表)

 

 
南
山
教
会
出
身
の
成
井
司
教
様
は
、

今
年
の
３
月
に
司
祭
叙
階
25
周
年
を
迎

え
た
。
今
後
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
意

味
も
込
め
て
、
祝
賀
会
を
南
山
教
会
で

行
う
。
８
月
16
日(

日)

の
９
時
半
ミ
サ

の
司
式
を
お
願
い
し
、
ミ
サ
後
マ
リ
ア

館
ホ
ー
ル
で
パ
ー
テ
ィ
ー
（
１
時
間

程
、
150
名
程
の
参
加
を
想
定
。
）
を
行

う
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
は
、
評
議
員

を
中
心
に
行
う
。
熱
い
時
期
な
の
で
食

中
毒
に
注
意
し
ま
す
。 

 

６
．
敬
老
会
に
つ
い
て(

信
徒
代
表)

 

 

９
月
20
日(

日)

の
９
時
半
ミ
サ
を
多

言
語
と
す
る
。
ミ
サ
後
、
教
会
学
校
・

中
高
生
会
の
歌
。
そ
の
後
病
者
の
塗

油
。
記
念
品
と
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の

チ
ケ
ッ
ト
配
付
。
記
念
品
の
準
備
と
配

付
は
マ
リ
ア
会
に
お
願
い
す
る
。
75
歳

以
上
の
対
象
者
へ
の
案
内
ハ
ガ
キ
の
送

付
を
榊
原
さ
ん
に
依
頼
す
る
。
記
念
品

は
当
日
の
急
な
出
席
に
備
え
て
５
個
余

分
に
購
入
し
、
余
っ
た
ら
司
祭
館
に
寄

贈
す
る
。 

 

７
．
教
会
美
化
・
倉
庫
整
理
に
つ
い
て

(

信
徒
代
表)

 

 

９
月
27
日(

日)

に
行
う
。
清
掃
区
域

の
分
担
と
当
日
の
道
具
準
備
に
つ
い
て

は
、
ヨ
セ
フ
会
に
お
願
い
す
る
。
剪
定

鋏
は
危
険
な
た
め
準
備
し
な
い
。
雨
天

時
は
マ
リ
ア
館
掃
除
。
道
具
の
準
備
は

榊
原
さ
ん
に
依
頼
す
る
。
美
化
に
先
立

ち
、
昨
年
度
と
同
様
な
や
り
方
で
倉
庫

整
理
を
行
う
。
７
月
中
に
処
分
予
定
の

も
の
に
札
を
つ
け
る
。
８
月
中
に
９
．

を
見
て
い
た
だ
き
、
処
分
の
可
否
を
判

断
す
る
。
処
分
す
る
も
の
は
、
９
月
27

日
に
中
庭
へ
移
動
す
る
。 

 

８
．
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

(

信
徒
代
表)

 

 

現
状
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
松
浦
が

管
理
を
担
当
し
て
い
る
が
、
適
切
に
運

用
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
Ｓ
Ｓ

Ｌ
化
す
る
の
が
望
ま
し
い
し
、
課
題
は

様
々
あ
る
が
、
そ
れ
に
松
浦
が
対
応
す

る
の
は
難
し
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管

理
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
で
信
徒
に
呼

び
か
け
た
が
、
担
当
し
ま
す
と
い
う
申

し
出
は
無
か
っ
た
。
ビ
ジ
ュ
師
を
通
じ

て
、
複
数
の
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
手

が
け
た
実
績
の
あ
る
パ
ウ
ラ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
委
託
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。 

 

９
．
司
祭
館
前
の
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て(

主
任
司
祭)

 

 

今
日
も
４
台
ほ
ど
停
ま
っ
て
い
ま

す
。
ミ
サ
時
間
の
変
更
を
想
定
す
る

と
、
も
う
少
し
駐
車
で
き
る
台
数
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
あ
る
カ
ー
ポ
ー
ト
や
樹
木
を
撤

去
し
、
砂
利
を
敷
く
と
、
駐
車
台
数
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
砂
利
の
駐
車

場
で
様
子
を
見
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
費

用
を
考
え
な
が
ら
舗
装
す
る
こ
と
も
考

え
る
。 

10
．
敷
地
内
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て 

 

教
会
の
敷
地
内
に
ま
で
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
少

し
寂
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
世
の
中
の
流
れ
が
何
処
に
で
も
設

置
と
い
う
風
潮
で
す
。
悪
事
を
予
防
す

る
観
点
か
ら
も
意
味
が
あ
る
。 

 

各
会
報
告 

典
礼
委
員
会 

・
８
月
６
日
（
木
）
朝
７
時
ミ
サ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
聖
堂 

・
８
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
ミ
サ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

大
聖
堂 

・
８
月
８
日
（
土
）
朝
７
時
ミ
サ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
聖
堂 

 

こ
の
３
日
間
、
特
に
平
和
の
た
め
に

祈
り
ま
す
。 

・
８
月
15
日
（
土
）
10
時 

聖
母
マ
リ
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ア
の
被
昇
天 

（
祭
日
ミ
サ
） 

※
朝
７
時
ミ
サ
あ
り
ま
せ
ん 

・
８
月

16

日
（
日
）
９
時

15

分
よ
り 

聖
母
マ
リ
ア
被
昇
天
祭
（
大
聖
堂
内
）

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ロ
ザ
リ
オ
と
献
花

の
予
定 

 

９
時
半 

新
潟
教
区
長 

成
井
大
介
司

教
様
の
司
式
共
同
体
合
同
ミ
サ
予
定 

※
８
時
、
10
時
と
英
語
ミ
サ
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

・
９
月
20
日
９
時
30
分
多
言
語
ミ
サ
、

病
者
の
塗
油
の
秘
跡 

※
８
時
、
10
時
と
英
語
ミ
サ
は
あ
り
ま

せ
ん 

 

典
礼
委
員
会
、
典
礼
奉
仕
者
の
会 

・
９
月
13
日
（
日
）
典
礼
奉
仕
者
全
体

集
会 

(

聖
堂
、
聖
堂
横
ト
イ
レ
、
教
会
周
辺
清

掃
後)

 

要
約
筆
記
者
の
会 

南
山
教
会 

要
約
筆
記
つ
き
ミ
サ 

・
７
月
25
日
（
土
）
17
時 

・
８
月
29
日
（
土
）
17
時 

※
諸
事
情

に
よ
り
、
通
常
の
奉
仕
日
と
は
異
な
る

日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

教
会
学
校 

 

ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
年
に

因
ん
で
、
女
子
パ
ウ
ロ
会
発
行
の
藤
城

清
治
さ
ん
が
描
か
れ
た
絵
本
を
使
っ
て

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
生
涯
を
学
ん
で
い

ま
す
。 

 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ 

 

６
月
20
日(

日)

南
山
教
会
集
会
室
１

に
て
名
古
屋
ク
リ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
尚
、
南
山
教
会
の
レ
ジ
オ
マ
リ
エ

神
の
母
聖
マ
リ
ア
プ
レ
シ
デ
ゥ
ム
の
集

会
時
間
が
木
曜
日
の
19
時
か
ら
と
な
り

ま
し
た
。
マ
リ
ア
様
を
通
し
て
イ
エ
ス

様
へ
を
モ
ッ
ト
ー
に
祈
り
と
奉
仕
を

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
司

祭
か
会
員
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。 

 

財
務
委
員
会 

 
先
月
の
評
議
会
で
２
０
２
５
年
度
の

決
算
報
告
を
行
い
、
収
支
報
告
書
等
は

ペ
ー
パ
レ
ス
化
を
考
慮
し
、
聖
堂
入
口

掲
示
板
に
掲
示
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

次
回 

９
月
６
日 

    

 

紫
陽
花
の
植
栽 
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〜
典
礼
コ
ー
ナ
ー
〜(

典
礼
委
員
会)

 

<

南
山
教
会
で
の
ミ
サ
曲
と
信
仰
宣
言

の
歌
い
方
に
つ
い
て>

 

 

ミ
サ
曲
Ａ
は
奇
数
月
に
、
ミ
サ
曲
Ｂ

は
偶
数
月
に
、
い
つ
く
し
み
の
賛
歌
は

月
の
前
半
に
、
キ
リ
エ
は
月
の
後
半
に

歌
い
ま
す
。 

 

使
徒
信
条
（
１
）
の
旋
律
は
奇
数
月

に
、
（
２
）
は

偶
数
月

に
、
ニ
ケ
ア

（
１
）
は
奇
数
月
第
４
主
日
、
（
２
）

は
偶
数
月
第
４
主
日
に
歌
い
ま
す
。 

 

使
徒
信
条
・
ニ
ケ
ア
は
こ
ち
ら
か
ら

神
へ
の
信
仰
告
白
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
聖
歌
番
号
表
を
確
認
し
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
で
い
い
で
す
か
ら
、
色
々
な

表
現
で
歌
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

社
会
委
員
会 

 

川
西
通
子 

 

6
月
28
日
（
日
）
一
粒
会
の
集
い
が

東
海
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。 

今
年
度
は
富
山
地
区
主
任
司
祭
、
小
川

満
神
父
の
「
私
の
召
命
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
が
あ
っ
た
。 

小
川
神
父
様
は
北
海
道
名
寄
の
出
身
、

浄
土
真
宗
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
の
出
会
い
は
3
～
4
歳

の
頃
１
９
歳
上
の
姉
の
背
中
に
お
ぶ
さ

り
導
か
れ
た
。
小
学
4
年
生
で
司
祭
の

道
を
志
し
、
後
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に

入
会
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
さ
れ

３
６
年
間
、
た
く
さ
ん
の
貧
し
い
地
区

に
共
同
体
集
会
所
、
要
理
教
室
を
設
立

し
多
く
の
信
徒
を
導
い
た
。 

 

日
本
語
は
ミ
サ
の
第
二
奉
献
文
で

「
主
イ
エ
ス
は
す
す
ん
で
受
難
に
向
か

う
前
に
、
パ
ン
を
取
り
、
感
謝
を
さ
さ

げ
、
裂
い
て
、
弟
子
た
ち
に
与
え
て
仰

せ
に
な
り
ま
し
た
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
「
弟
子
」
で
は

な
く
「
友
」
と
唱
え
て
い
る
。
イ
エ
ス

は
「
わ
た
し
は
あ
な
た
方
を
友
と
呼

ぶ
」
（
ヨ
ハ
ネ1

5

：1
5

）
「
友
」
と
呼

ば
れ
る
喜
び
は
、
わ
た
し
た
ち
に
も
同

じ
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。 日

本
に
戻
り
最
近
よ
く
「
司
祭
が
少

な
い
、
教
会
が
生
き
残
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。
そ
の

答
え
と
し
て
「
司
祭
だ
け
に
頼
る
の
で

な
く
信
徒
に
も
召
命
が
あ
り
、
与
え
ら

れ
た
使
命
を
考
え
て
欲
し
い
」
と
力
強

く
締
め
括
ら
れ
た
。 

小
川
神
父
様
の
講
演
は
8
月
30
日

（
日
）
北
陸
地
区
一
粒
会
の
集
い
（
金

沢
教
会
）
で
も
開
催
さ
れ
る
。 

  

巡
礼
記
（
４
月
②
） 

 

大
川 

隆 

〇
横
浜
教
区 

長
野
教
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
４
月
27
日
） 

 

善
光
寺
さ
ん
の
最
寄
り
駅
か
ら
徒
歩

５
分
位
の
所
に
あ
る
長
野
教
会
に
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
院
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
付
の
方
の
お
話
に
よ

る
と
、
以
前
は
数
人
の
神
父
様
が
い
ら

し
た
の
に
、
高
齢
で
東
京
の
瀬
田
聖
ア

ン
ト
ニ
オ
修
道
院
に
移
り
、
今
は
お
一

人
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
隣
に
は
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
保
育
園
が
あ
り
、
祈
り
の
で

き
る
子
ど
も
、
い
の
ち
の
存
在
と
尊
さ

を
感
じ
ら
れ
る
子
ど
も
な
ど
を
保
育
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
祭
壇
の
う
し
ろ
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
光
が
差
し
込
む

聖
堂
で
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。 

 

〇
横
浜
教
区 

篠
ノ
井
教
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
４
月
27
日
） 

 

長
野
県
北
信
地
区
の
篠
ノ
井
教
会

は
、
天
地
の
元
后
聖
マ
リ
ア
に
捧
げ
ら

れ
た
教
会
で
す
。
主
日
の
ミ
サ
に
は
、

長
野
教
会
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
神

父
様
が
来
ま
す
。
ミ
サ
の
あ
る
日
曜
日

の
朝
以
外
は
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
オ
ル
ガ
ン
の
分
解
修
理

が
あ
り
開
い
て
い
ま
し
た
。
十
字
架
の

下
に
は
聖
母
マ
リ
ア
と
天
使
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
、
祭
壇
の
前
に
は
復

活
の
卵
、
う
さ
ぎ
と
花
が
飾
ら
れ
た
聖

堂
で
祈
り
ま
し
た
。 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ひ
ら
め
き 

 
 

 
 

 

秋
元
恭
子 

「
神
を
愛
し
、
隣
人
を
愛 

 
 
 
 

す
る
」
こ
の
順
番
は
大
事
で
す
。 

神
様
だ
か
ら
一
番
に
、
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
神
様
を
愛
す
る
こ
と
に

心
を
向
け
る
と
神
様
は
、
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
愛
で
愛
し
て
く
だ
さ
り
、
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そ
れ
を
味
わ
い
、
喜
び
、
そ
し
て
そ
こ

か
ら
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
も
し
関
わ

る
隣
人
が
、
自
分
中
心
で
、
わ
が
ま
ま

で
あ
っ
て
も
、
自
分
を
置
く
こ
と
で
、

忍
耐
や
我
慢
、
で
は
な
く
心
良
く
相
手

優
先
が
可
能
に
な
り
、
平
和
の
内
に
い

ら
れ
、
自
分
で
も
こ
の
平
和
で
あ
る
こ

と
に
驚
き
、
喜
び
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

プ
ラ
ス
忍
耐
の
報
い
を
も
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
イ
エ
ス
様
が

言
わ
れ
る
〝
神
の
愛
で
愛
す
る
〟
こ
と

で
、
イ
エ
ス
様
に
似
た
者
に
近
づ
い
て

い
き
ま
す
。
「
聖
霊
の
導
き
に
従
い
た

い
！
」
私
た
ち
は
聖
霊
の
導
き
に
従
い

た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

で
も
こ
れ
が
導
き
か
ど
う
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
、
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
分
か
る
秘
訣
の
一
つ
と
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
祈
り
の
中
で
、
そ
の
願

う
こ
と
の
解
決
の
方
法
を
尋
ね
た
り
、

時
を
求
め
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
聖

霊
の
導
き
に
委
ね
ま
す
。
と
祈
っ
た

ら
、
あ
と
は
〝
待
つ
こ
と
〟
で
す
。
祈

り
な
が
ら
待
つ
こ
と
で
す
。
焦
ら
ず
、

慌
て
ず
に
。
そ
れ
に
よ
り
チ
ャ
ン
ス

が
、
時
が
、
必
ず
訪
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

神
に
感
謝
！ 

     

“
聖
人
”
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

川
原 

稔 

●
聖
人
と
は
何
か 

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
聖
人
と

は
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
聖
な
る
生
涯

を
送
り
、
天
国
に
お
い
て
神
の
栄
光
に

あ
ず
か
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
聖
人

は
単
な
る
立
派
な
人
物
で
は
な
く
、
キ

リ
ス
ト
に
従
い
、
信
仰
・
希
望
・
愛
の

徳
を
実
践
し
た
模
範
で
あ
る
。
教
会

は
、
福
音
に
基
づ
く
生
き
方
を
完
成
し

た
人
々
を
聖
人
と
し
て
認
定
し
、
そ
の

生
涯
を
信
者
の
手
本
と
し
て
示
し
て
い

る
。
す
べ
て
の
信
者
は
洗
礼
に
よ
っ
て

神
の
子
と
さ
れ
、
「
聖
な
る
者
と
な
る

よ
う
に
」
と
招
か
れ
て
い
る
た
め
、
聖

人
は
特
別
な
一
部
の
人
だ
け
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
が
目
指
す

べ
き
姿
で
あ
る
。 

■
聖
人
に
関
す
る
教
会
の
教
え 

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
理
に
よ
れ

ば
、
教
会
は
地
上
の
旅
す
る
教
会
、
煉

獄
で
清
め
を
受
け
る
教
会
、
そ
し
て
天

国
の
栄
光
の
教
会
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
こ
の
一
致
を
「
諸
聖
人
の
交
わ

り
」
と
い
う
。
聖
人
た
ち
は
天
に
お
い

て
神
を
賛
美
し
な
が
ら
、
地
上
を
歩
む

信
者
の
た
め
に
取
り
次
ぎ
の
祈
り
を
さ

さ
げ
て
い
る
。
教
会
は
聖
人
を
礼
拝
す

る
の
で
は
な
く
、
神
の
恵
み
の
働
き
を

た
た
え
な
が
ら
尊
敬
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
聖
人
の
記
念
日
や
祝
日
は
典
礼

の
中
で
祝
わ
れ
、
信
者
が
そ
の
模
範
に

学
び
、
信
仰
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。 

■
聖
人
の
模
範
が
示
す
も
の 

 

歴
史
を
通
し
て
多
く
の
聖
人
が
現
れ

た
。
貧
し
い
人
々
へ
の
奉
仕
に
生
涯
を

捧
げ
た
人
、
殉
教
に
よ
っ
て
信
仰
を
証

し
し
た
人
、
祈
り
と
観
想
の
道
を
歩
ん

だ
人
な
ど
、
そ
の
生
き
方
は
多
様
で
あ

る
。
し
か
し
共
通
し
て
い
る
の
は
、
キ

リ
ス
ト
を
愛
し
、
神
の
み
旨
に
従
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

の
『
教
会
憲
章
』
も
、
す
べ
て
の
信
者

が
聖
性
へ
招
か
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
い
る
。
聖
人
た
ち
は
十
戒
を
守
り
、

秘
跡
の
恵
み
に
生
き
、
教
会
の
教
え
に

忠
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
は
現
代
を
生

き
る
私
た
ち
に
も
、
真
の
幸
福
へ
の
道

を
示
し
て
い
る
。 

★
聖
人
に
学
ぶ
信
仰
生
活 

聖
人
と
は
、
神
の
恵
み
が
人
間
の
う
ち

に
実
を
結
ん
だ
証
し
で
あ
る
。
彼
ら
は

遠
い
存
在
で
は
な
く
、
私
た
ち
と
同
じ

弱
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
神
を
信
頼
し

て
歩
み
続
け
た
人
々
で
あ
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
、
聖
人
へ
の
尊
敬
を
通

し
て
神
へ
の
信
仰
を
深
め
る
よ
う
教
え

て
い
る
。
私
た
ち
は
聖
人
の
取
り
次
ぎ

を
願
い
、
そ
の
模
範
に
学
び
な
が
ら
、

祈
り
と
愛
の
実
践
を
通
し
て
聖
性
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。
聖
人
の
生
涯
は
、

福
音
を
具
体
的
に
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
を
示
し
、
す
べ
て
の
信
者
を
神
と
の

永
遠
の
交
わ
り
へ
と
導
く
希
望
の
光
で

あ
る
。 

  

典
礼
一
口
メ
モ 

 

～
香
部
屋
の
窓
か
ら
～ 

第
94
回 

 

「
聖
堂
」
の
お
話
４ 

 
 
 
 

 

香
部
屋
係 

新
内
飛
鳥 

 

聖
堂
の
お
話
、
厳
し
い
お
話
も
交
え

な
が
ら
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
で
完
結
し
ま
す
。
お
付
き
合
い
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

図
書
館
で
は
静
か
に
で
き
る
の
に
、

教
会
で
は
出
来
な
い
で
す
か
？
神
の
子

ら
は
皆
優
し
い
か
ら
お
互
い
に
嫌
な
こ

と
を
言
わ
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
自

分
で
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
優
し
さ
を
受
け
た
の
な

ら
神
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
沈
黙
の
う

ち
に
あ
な
た
の
心
を
お
捧
げ
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
復
活
祭
や
洗
礼
の
恵
み
の
直

後
に
嬉
し
い
か
ら
、
ご
降
誕
祭
に
は
普

段
飾
っ
て
い
な
い
馬
小
屋
が
飾
っ
て

あ
っ
て
記
念
写
真
が
写
し
た
い
、
様
々

な
思
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
写
真
を

撮
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
僕
も
撮
り
ま
す
。
し
か
し
振
る
舞

い
に
は
節
度
が
必
要
で
す
。
観
光
地
で

は
な
い
の
で
す
。
ア
イ
ド
ル
の
撮
影
会

み
た
い
に
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
う
の
は

相
応
し
く
な
い
振
る
舞
い
で
す
。
お
子

さ
ん
や
家
族
を
モ
デ
ル
の
様
に
内
陣
の

階
段
に
座
ら
せ
て
の
撮
影
と
か
、
お
気
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持
ち
は
解
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
そ
こ

で
は
お
子
様
が
主
役
で
は
な
く
イ
エ
ス

様
が
主
役
だ
と
い
う
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ

も
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い

も
の
で
す
。
大
き
な
喜
び
を
堂
内
で
表

し
て
い
け
な
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
事

実
、
珍
し
い
神
父
様
が
来
て
く
れ
て
お

知
ら
せ
の
時
間
を
使
っ
て
ち
ょ
っ
と
し

た
お
話
を
し
て
く
れ
る
時
な
ど
は
、
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
特
別
な
事

だ
と
わ
き
ま
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
辺
り
の
こ
と
は
先
輩
信
徒
や

代
父
代
母
に
導
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

ミ
サ
が
終
わ
っ
た
後
、
ま
る
で
コ
ー

ヒ
ー
が
無
い
だ
け
で
ス
タ
バ
の
よ
う
に

く
つ
ろ
い
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
人

も
見
受
け
ま
す
。
そ
の
中
に
は
平
日
の

ミ
サ
に
通
う
ほ
ど
熱
心
な
信
者
の
方

も
、
ち
ら
ほ
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
聖
堂
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
け
れ

ど
明
ら
か
に
誤
っ
た
振
る
舞
い
で
す
。

ど
れ
だ
け
通
い
詰
め
慣
れ
親
し
ん
で
い

て
も
自
分
の
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神

様
は
許
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。
で
も

許
さ
れ
る
か
ら
と
言
っ
て
調
子
に
乗
っ

て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

特
別
に
堅
い
話
で
は
な
い
の
で
す
。
聖

堂
が
特
別
に
神
聖
な
場
所
な
の
で
す
。

南
山
教
会
の
大
聖
堂
を
神
聖
な
空
間
と

し
て
凛
と
し
た
空
気
を
作
る
の
は
共
同

体
で
あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
振
る

舞
い
で
あ
り
私
た
ち
は
そ
の
責
任
を
背

負
っ
て
い
る
の
で
す
。
聖
堂
で
は
沈
黙

と
静
寂
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
心
掛
け

る
と
い
う
よ
り
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。
蛇

足
で
す
が
、
子
供
の
声
は
別
で
す
。
子

供
の
声
が
祈
り
の
妨
げ
に
な
る
人
が
い

れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
集
中
力
の
問

題
で
す
。
小
さ
な
子
を
持
つ
お
母
さ

ん
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
で
も
、
子

育
て
の
中
で
神
聖
な
場
所
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
ね
。 

 

ビ
ジ
ュ
神
父
様
霊
名
の
お
祝
い 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

７
月
５
日 

 

教
会
周
辺
清
掃 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

６
月
14
日 
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我
意
の
悪 

 
 

ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

  

神
は
人(
ア
ダ
ム)

に
仰
せ
に
な
り

ま
し
た
。 

「
園
の
す
べ
て
の
木
か
ら
取
っ
て
食

べ
な
さ
い
。
た
だ
し
善
悪
の
知
識
の

木
か
ら
決
し
て
食
べ
て
は
な
ら
な

い
」(

創
２
・
16
、
17) 

 
 

 

人(

ア
ダ
ム)

は
、
従
順
に
そ
む
か

な
い
限
り
、
罪
を
犯
す
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
、
楽
園
の
す
べ
て
の
木

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

実
に
次
の
よ
う
な
人
こ
そ
、
善
の

知
識
の
木
か
ら
食
べ
て
い
る
の
で

す
。 

 

す
な
わ
ち
、
自
分
の
意
志
を
己
の

も
の
と
し
、
自
分
の
中
で
神
が
語
っ

た
り
、
行
っ
た
り
さ
れ
る
善
に
つ
い

て
誇
る
人
で
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
し
て
、
悪
魔
の
そ
そ

の
か
し
と
、
お
き
て
の
違
反
と
に

よ
っ
て
、
悪
の
知
識
の
木
の
実
に
な

り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
罰
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。 

 

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
小
品
集 

 
 
 
 

 
(

聖
母
の
騎
士
社)

よ
り 

 

 
教会典礼暦 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

７
月 

 12(日)

 

 3(金)マリア会例会(懇談会) 
 7(日)小教区宣教司牧評議会 
19(日)ヨセフ会全体集会 
  ･教会学校終業式･中高

生会終業式 
25(土)典礼委員会 
   子ども部屋 
25(土)要約筆記付きミサ 

12(日)城東ブロック
会議 

18(土)レジオマリエ
名古屋クリア 

８
月 

15(土)聖母の被昇天  

 

2(日)平和祈念の集い  

6(木)平和の祈り  

9(日)平和の祈り  

15(土)聖母被昇天祭  

16(日)成井司教教銀祝

記念  

22(土)要約筆記付きミサ  

23(日)バザー実行委員会  
侍者教  

4(火)〜6(木)〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜  

9(日)平和祈願ミサ  

6(木)〜15(土)平和旬 

間  

    維持費納入について 

維持費の袋は教会事務所にて保管しており

ます。 

事務所にて直接ご納入下さるか、以下の口

座にお振込み頂くこともできます。よろし

ければご利用下さい。 

○三菱UFJ銀行八事支店 普通預金 １７

３７８１３ 

カトリック南山教会 維持費口 

○郵便口座 ００８８０－８－７０８９３ 

カトリック南山教会   

        財務委員長 伊藤恭輔 

      ミサ意向について 

今まで通常ミサ意向は各ミサ1件でしたが、4月

より何件でもお受けします。また、本来、主日

のミサは共同体のための意向で捧げられます

が、主日しかいらっしゃれない信徒やご家族の

ために、主日のミサもお受けしています 

      もしもの時は・・・ 
ご家族のもしもの時は、 

事務所営業時間内の場合：事務所へ 

時間外の場合：①特定の葬儀屋さんをお持ちの

方はそちらへ。 

②南山教会でのご案内希望の方は 

          ディーズ 052-702-0040 


